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ご挨拶  科目責任者 下沖 収 教授 

 

「地域医療課題解決演習」は、医療や介護の提供体制が大きく変化していく時代に

あって、身近にある地域の医療課題を理解するとともに学部横断的グループで討議

し、多職種の視点で課題解決策を考察し提案することを狙いとしております。加え

て、医療人としての社会性、コミュニケーション能力を身につけることを目指す全 8

コマの自由科目として行っております。本学は医･歯･薬･看護学部を備える医療系総合

大学として専門職連携教育の充実を図っており、本演習はその役割を担うものと位置

づけられております。 

第 6 回目となる 2022 年度のテーマは、2021 年度の「フレイル予防」から一歩進

めて、「高齢者の社会参加とフレイル予防」といたしました。「フレイル」は、健康

な状態と介護状態との中間にあり、生活機能維持のためには適切な介入支援が重要で

す。今般、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、高齢者においても他者との交流

機会が減ることで、フレイル進行・拡大が危惧されております。高齢化が急速に進む

中での新型コロナウイルス感染症蔓延は、フレイル予防のための社会参加の在り方に

ついて重要な課題を投げかけており、まさに今回の演習テーマに相応しいと考えまし

た。 

 今年度の学生参加者は、医学部 22 名、歯学部 1 名、薬学部 6 名、看護学部 

6 名の計 35 名となりました。忙しいカリキュラムの中、時間外実習にも関わらず全 8

コマを最後まで履修してくれました。今年度も新型コロナウイルス感染症の影響によ

る住民活動の縮小により、演習先確保と調整には困難を伴いましたが、矢巾町健康長

寿課のご尽力のもと、住民の皆様の温かいご協力をいただき、複数の住民活動への学

生参加が実現できました。最終発表会では、少ないながらも貴重な実習機会から多く

の学びを得たことがうかがえました。フレイル予防のためには社会参加や地域交流が

欠かせないことが改めて認識され、学生目線からの新鮮な提案ができたものと思って

おります。  

 本報告書は、今回参加した学生たちの演習成果をまとめたものです。ぜひご覧いた

だき、忌憚のないご意見やご感想を頂戴できれば幸いです。  

 最後になりましたが、今回の演習にあたりご協力とご指導いただきました矢巾町健

康長寿課長の浅沼圭美様、長寿支援担当の遠藤訓子様、矢巾町地域包括支援センター

の鱒沢陽香様､外部演習に快くご協力いただきました矢巾町西徳田 2 区自治会 川原久

子様、やはばリハさわやかの会 会長 角舘貢次様はじめ、住民の皆様に心より感謝

を申し上げます。ありがとうございました。 

 

令和５年３月吉日 

 

令和４年度 地域医療課題解決演習 科目責任者 

医学部総合診療医学講座 教授 下沖 収  
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ご挨拶  矢巾町長 高橋 昌造 様

 岩手医科大学「地域医療課題解決演習」の研究成果の報告にあたりまして、一言ご

挨拶を申し上げます。 

この取組は、岩手医科大学と本町が「地域医療政策・教育分野における連携協定

（平成 29 年 3 月 27 日付け）」を締結し、岩手医科大学が有する地域医療に関する授

業成果等を矢巾町の地域医療政策に生かし、地域社会の発展と人材育成に寄与するこ

とを目的としており、本年度で６回目のご提案をいただくこととなりました。 

 今回は、４学部から３７名の学部生にご参加いただき、「矢巾町における高齢者の

社会参加とフレイル予防について」をテーマとして、町民の活動（居場所）等でのフ

ィールドワークや課題解決策の提言に向けたグループワークによる意見集約等のカリ

キュラムを経て、去る 12 月 16 日に４つのグループから研究成果を発表いただきまし

た。 

コロナ禍における地域演習は３回目となり、今年度も受け入れた居場所の皆さまの

ご協力により演習期間を延長いただき、限られた日程での実習となりました。学部生

の皆さんにおかれましては、少ない地域情報での演習となり、物足りなさを感じさせ

たことと思います。そのような中で、学部生の皆さんは、新型コロナウイルス感染症

の長期流行による他者との交流する機会の減少や地域の居場所活動への影響など、

「高齢者の社会参加とフレイル予防」を意識したうえで、町民の生活環境や健康意識

の様子に関心を持ち、積極的に町民インタビューをされました。その後は、地域演習

等で各々が感じ考えた町民にとって好ましいこと等について課題へのさらなる方策を

グループワーク等によりまとめ、本町へ貴重なご意見ご提言を賜りましたことに心よ

り感謝を申し上げます。 

岩手県では、いわて県民計画において高齢者のフレイル等の虚弱な状況の早期発見

及びそのサポート体制を整備するなど、介護予防の充実を進めることとしておりま

す。また、本町は第７次矢巾町総合計画・後期基本計画において「高齢となっても生

きがいや役割を持ち社会参加ができるまちづくり」、「人生１００年時代を健幸に暮

らせるまち やはば」の実現を目指すこととしており、健康づくりと介護予防、介護

予防と社会参加の一体的な推進のため各種施策を展開しております。この度、皆さん

からご提案いただいた内容は、今後の取り組みに積極的に活用させていただきます。 

 今後とも本町のまちづくり、保健・医療・福祉・介護の推進にあたりまして、なお

一層のご指導ご助言を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

 結びに、この度の発表・提言に至るまで学部生へのご指導ご助言を賜りました総合

診療医学講座教授の下沖収先生、各学部の先生方、全学教育企画課担当課長の高木恵

様をはじめ岩手医科大学の関係皆様に、深甚なる敬意と感謝を申し上げましてご挨拶

とさせていただきます。 

令和５年３月吉日 

  矢巾町長 高 橋 昌 造 
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科目の全体概要 

学習方針 
 患者（対象者）を中心とする地域医療の実現のため、地域から提示された医療課題について

グループワークを行う多職種連携 PBL 科目である。関連施設等の訪問、関係専門職や、対

象者（住民）へのインタビュー、アンケートとその分析などをグループで行い、学部・学年

を超えたディスカッションの上で提言をまとめる。 

 

到達目標 
1. 対象とする医療課題に関する地域の現状と問題点を捉え、説明できる。  

2. グループワークやフィールドワークで立場の異なる多様な人と良好なコミュニケーションがとれる。 

3. 他分野にわたる幅広い情報収集ができる。 

4. 課題解決策を検討する中で、地域医療・健康づくり事業における各医療職の役割が説明できる。  

5. 自己学習を身につけるためにポートフォリオを記録し、省察できる。 

 
 

令和４年度テーマ 「矢巾町におけるフレイル予防・認知症予防」 

 
「矢巾町における高齢者の社会参加とフレイル予防について」 

超高齢化社会到来をうけ、いかに健康寿命をのばすかは、矢巾町にとっても重要な課題であり、重点

的に取り組む必要がある。フレイルとは、認知機能・身体機能上の障害、脆弱性が出現している状態

を指すが、この段階で適切な対応をとることで、生活・機能の維持向上が期待できるため、矢巾町で

はこうしたフレイル対策の推進も含め、「活き活きと自主活動を行える高齢者が多い町」を目指して

いる。一方、感染症の長期流行は、地域の居場所活動に影響し、他者と交流する機会が失われること

によりフレイルが進行する危険性は高まっている。 

今年度の本科目では、社会参加の観点からフレイル予防に係る矢巾町の施策・活動を学び、さらなる

方策を町に提言すべく、演習を行う。 

 

全日程＜学外フィールドワーク含む＞ 

第 1 回概要講義 

第 2 回 GW 

6/25(土) 9：00-12：00                     矢巾キャンパス 

対面講義 

第 3 回 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

矢巾町 エン(縁)ジョイやはばネットワーク  10/29(土) 11/26(土) 

西徳田 2 区公民館 10-12 時 

矢巾町 通いの場体操くらぶ   7/14(木) 7/21(木) 10/17(月) 10/20(木) 10/24(月) 

11/10(木) 11/14(月) 11/17(木)新田自治公民館 19-20 時 

第 7 回 GW 12/10（土）1 限  12/13（水） 5 限  矢巾キャンパス 

第 8 回提言発表 12/16（金） 16：20-17：50       矢巾キャンパス 
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指導教員・参加学生・ご協力いただいた皆様 

科目責任者：医学部総合診療医学講座  下沖 収 教授 

担当教員：（医学部） 

総合診療医学講座 下沖 収 教授、髙橋 智弘 講師 

（歯学部） 

口腔医学講座 予防歯科学分野  岸 光男 教授 

補綴･ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ学講座摂食嚥下･口腔ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学分野  小林 琢也 教授 

 法科学講座 法歯学・災害口腔医学分野 熊谷 章子 准教授 

（薬学部） 

 臨床薬学講座地域医療薬学分野 高橋 寛 教授、松浦 誠 特任教授 

（看護学部） 

 地域包括ケア講座 岩渕光子 准教授 

参加学生：35 名 

歯学部 4 年  1 名 

医学部 3 年  1 名  

看護学部 2 年 1 名 

医学部 1 年  21 名 

薬学部 1 年  6 名 

看護学部 1 年 5 名 

ご協力いただいた皆様 

矢巾町長               高橋 昌造 様 

矢巾町健康長寿課長           浅沼 圭美 様 

矢巾町健康長寿課長寿支援担当 係長 (保健師) 遠藤 訓子 様、 

他 健康長寿課職員の皆様 

矢巾町地域包括支援センター 認知症地域支援推進員 鱒沢 陽香 様 

矢巾町西徳田 2 区自治会 川原 久子様、エン(縁)ジョイ御参加の住民皆様 

やはばリハさわやかの会 会長 角舘 貢次様、 

通いの場体操くらぶ新田 G・Y 会御参加の住民皆様
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講義資料①
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講義資料②
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学生アンケート 集計結果  全 8 回終了後の学生アンケート集計結果 

学生ポートフォリオ/アンケ―トより 感想/意見 一部抜粋

・外部演習を通して、実際に地域の人と関わって会話をすることでより、高齢者について身近に考

えることができた。

・コロナでいろいろ制限されたことがあったので次はコロナが収束した時にまた、参加してみたい

と感じた。

・矢巾町に関わる身として、この町の健康への意識、それを通じたイベント等について深めること

ができ、とても有意義な時間でした。

・実際に高齢者の方とふれあい、関わることが出来たことはとても貴重な経験となりました。また

早い段階から対策をすれば介護を予防できることを知ることが出来ました。コロナによって外部演

習が制限されてしまったのが少し残念でした。
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岩手医科大学 全学教育推進機構 
e-mail: zenkyo@j.iwate-med.ac.jp

岩手医科大学 

〒020-3694 岩手県紫波郡矢巾町医大通一丁目 1-1（矢巾キャンパス） 

TEL: 019-651-5110（代表） 

URL: http://www.iwate-med.ac.jp/ 




